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いつも笑顔で頑張る人
小室博義（舟石川在住）

いつも笑顔でがんばる川崎さんに私も励

まされています。障害児の問題にまっすぐ向

き合い、他人の苦しみも我がこととして真剣

にとりくむ川崎さん、これからは村民全体の

ために力をつくしてくださるよう期待します。

つねに一生懸命な川崎さん

県議会議員 大内久美子

川崎さんは県立盲学校のPTA会長をつとめ、

私も一緒に幼稚部設置や重度障害者施設の拡充にとりくみ実

現させることができました。弱者に冷たい政治がおしよせてい

るとき、３児の母として情に厚く一生懸命にがんばる川崎さん

は、必ずくらしă福祉を守る役割をはたします。

プロフィール ■１９５３年十王町生まれ。高萩高校卒業後、日立電線日高工
場に勤務。結婚を期に１９７６年から東海村へ■県立盲学校ＰＴＡ会長、東
海村男女共同参画条例検討委員、東海村まちづくり委員会福祉部会委員な
どを歴任。県議選・衆院選に立候補■現在、党・村委員長■家族は夫、３女、
義母■白方在住
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「私たちの暮らしを脅かさない

でほしい」「農産物への風評がこ

わい」等々…村民だれもが心配

しています。

産廃焼却施設に反対する住民

組織が活発に活動しています。日

本共産党は、みなさんと力あわ

せて建設阻止に全力をつくしま

す。

ダイオキシン、有害排水、風評被害…
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住民税、ガソリン代、値上げラッシュ

でやっていけない、官のムダをなく し

増税ă値上げをやめる政治を願う。

外から見れば財政のある村な

のだから、村営の安い老人

ホームなど福祉にもっと

力を入れて下さい。

４時間パートで働い

ているが、自分のこと

より若い人の将来が

心配だ。職場条件と

安給料の改善が望

まれる。

退職してこれからと思っていたのに、年

金は目減りするばかり、これ以上の負担

増は絶対にしないでほしい。

選ばれたら“偉くなった”と勘違いして、

外遊やムダ使いを平然とやっている

議員は許せない。

（アンケートより ）
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原子力発電所の震災対策、常設消防隊

の整備・強化など安全対策の強化

子どもの医療費無料制度を義務教育

終了まで拡大

「後期高齢者医療制度」の中止・撤回を

要求

家族農業が営める施策と新規就農者

への支援強化

所得の少ない世帯へ灯油代の助成

くらしが大変なとき

問われる議員のあり方

住民税増税

議員の海外視察

・

村民税増税（
実質４億５０

００万円）分

を村民のくら
し支援に

９月２６日、党村
議団が村長に申

し入れ

１、子どもの医
療費無料制度

の年齢拡大

２、介護保険の
利用料助成の

拡大

３、高齢者医療
制度による負

担軽減支援

国民に負担を押し付ける自民・公

明政治で、くらしが本当に大変になっ

ています。こんなときだから、村民の

立場に立って働く議員が求められて

ます。

定率減税の廃止等で住民税が大

幅に増税になりました。この条例案

に共産党村議団は反対しました。国

の政策になんでも賛成では村民のく

らしは守れません。

村議会の特別委員会がおこなって

いる海外視察は多くの自治体で中止

しています。共産党村議団は海外視

察に参加せず、中止を強く求めてい

ます。


